
米原市立伊吹小学校 「子どもたちが自分でつかむ自分の未来」構想ビジュアル図

学びを人生や社会に
生かそうとする

何ができるようになるか

どのように学ぶか

何を学ぶか

◇一人一人が大切な存在である
ことを繰り返し伝え、成功体験
を積み上げる。

【毎日の積み上げ】 ・ 【地域を学び、地域に学ぶ ⇒ 自分に対し、地域に対し、誇りと自信と愛着をもつ】

【少人数集団であることの良さを生かす】 ・ 【伊吹山を核とした自然豊かな地域の環境を生かす】

育てたい児童像

いのちをはぐくみ育てる子(たくましい心身の育成)

ふれあい 支え合う子(豊かな人間性の育成)

きづき たしかめる子(確かな学力の育成)

道徳科における重点内容項目

⑩友情・信頼…互いに理解し、ふれあいの中で育ち合う

⑰伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度

…地域の自然や伝統に親しみ、愛着をもって探求する

⑳自然愛護…地域の自然に親しみ、環境をはぐくむ

重点とする活動とねらい

「いぶきフェスティバル」

・児童の地域学習、生活科での学びを発表、交流

・学校運営委協議会による地域学習

学校教育目標 「いのち ふれあい きづき 学び高めるいぶきっ子」

自分に気付き、
未来を目指す

自分を社会
に生かす夢：自己肯定感の育成 志：自己有用感の育成

自己教育力
課題解決能力
表現力の向上

協調性 協力性
地域への誇りや愛着

自ら学ぶ意欲・習慣

・家庭学習の習慣化

・個別最適な学びに基
づく個に応じた支援
・協働的な学びの推進
・読み解く力の育成
・めじとまふの授業
・課題解決の経験蓄積
・達成感に繋がる指導

人や地域と関わる
地域のｹﾞｽﾄﾃｰﾁｬｰに学ぶ

・伊吹山登山と自然観察
・伊吹大根 ・弥高の芋
・伊吹そば ・薬草の里
・太鼓踊り ・カリヤス
・ホッケー ・スキー
いぶきﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙでの発表

互いに関わる
あいさつ・縦割り活動
行事・クラブ・委員会

◇努力やその結果を認め、評価し
ていく。

◇苦手なこともある自分を認めら
れる支援を継続する。

☆自他の命を大切にできる子→自己理解の促進＝自己肯定感
☆進んで運動ができる子→挑戦心、向上心、危険回避能力の育成
☆健康や安全に気をつける子→継続した体力づくり、保健、安全指導

いのちをはぐくみ育てる子

☆相手の気持ちを思いやれる子
→人権感覚、人間関係力の育成
☆誰とでも仲よく協力できる子
→感動体験の機会を増やす
☆自らあいさつができる子
→郷土愛の醸成

（シビックプライド）

ふれあい 支え合う子

☆課題を見つけ
粘り強く取り組む子

→基礎基本の徹底
☆人の話をしっかり聞く子
→言語活動の充実
☆自分の考えをはっきり伝える子
→思考力・判断力・表現力の育成

きづき たしかめる子

学び高めるいぶきっ子


